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【目的】骨髄腫および白血病症例から増殖誘導したγδＴ細胞が自己の腫瘍細胞に対する傷害
活性を有するかどうかについて明らかにすること。【方法】骨髄腫，リンパ腫，白血病症例

末梢血単核球をゾレドロン酸と低濃度 IL-2 を加えた 7～14 日間の自己血清添加培養を行い

（FBS や pooled AB 血清に比し，自己血清がγδＴ細胞の増殖誘導に有効であることを確かめ
ている），γδＴ細胞の増殖誘導を行った。増殖誘導したγδＴ細胞について，自己骨髄腫および
白血病細胞を含めた各種腫瘍細胞に対する細胞傷害活性を 51Cr-release assay や

CFSE-labeled target cell assay を用いて検討した。【結果】骨髄腫やリンパ腫および白血

病症例の末梢血単核球からはγδＴ細胞の増殖誘導が可能であった。しかし，増幅率について
は症例ごとのばらつきが見られた。γδＴ細胞の増幅率と培養前のγδＴ細胞の割合との明らか
な相関は認められなかった。また増殖誘導したγδＴ細胞は自己骨髄腫および白血病細胞を含
めた各種腫瘍細胞に対する細胞傷害活性が認められたが，自己リンパ球に対する細胞傷害活

性は認められなかった。【結論】造血器腫瘍から誘導増殖したγδＴ細胞には自己の腫瘍細胞に
たいしても細胞傷害活性が認められ，腫瘍に対する細胞免疫療法に応用できるものと考えら

れた。一方，γδＴ細胞療法を多数の造血器腫瘍症例に応用するためには，普遍的に十分量の
γδＴ細胞を増殖誘導する方法の確立が必要であると考えられた。 
 


